
広

欄

　塀
酬

聾

　　織
＿纏一論　

灘　畑

　　　紺　纈　轍繍
　　’囎酬灘

　　　脚轡灘　磁鰍　　鞭
欄

　　　　　華
　　　　　毒
　　　鍵灘　　卿鯉羅藤
　　韻　　　㌔

継講鍵繋

－
鐙
酔

黛

賭　　灘

幽

鍛

轍
、勲鋸

融
．
x

”㌔
響

避　
齢

，｝警

騰　　蓑

嚢

塗

謙

卦

躯

壁

馨

脚

’鰹　　’』

羅 　
馨

難 馨

’灘聾
　躯

　蓑
　蘇
　㈱

　灘繋
　鑛灘彗・、’

灘灘i灘　．

燭　　　蜘　．・羅『
鵬

　　　　ヤ

　　難灘
　　　灘鶴
・　，灘難

　　灘ミ鰍　　 羅　 鷺

　　　　　　灘

　　　　　　　離　購 籔 盤．．、

籔縫
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～
、
　
　
　
　
　
第
1
7
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
＝
大
会
は
、
6
月
2
8
日
松
代
小
学
校
、

L
轟
繕
騨
蔽
麟
簸
暴
鰐
暫
騨

　
　
　
　
　
　
灘
灘
航
種
目
も
本
年
度
よ
り
、
壮
年
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
　
う
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
取
り
入

　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
，
購
　
く
れ
、
各
種
目
と
も
に
熱
戦
が
展
開
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
れ
、
応
援
団
の
声
援
と
と
も
に
楽
し

’
躯
覆

ユ
轟
．
　
篭

善
．蝋

　
猟

辮

縫
難

饗
、
囎

ツを
スポーツの日

松代大会

房
E
E
｝
E
E
E
E
E
E
E
｝
f
E
E
慶

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
◆

一
位

二
位

室
野
パ
ラ
ダ
イ
ス

奴
奈
川
ダ
ン
デ
ー
ズ

三
位
　
鉄
　
道
　
公
　
団

三
位
　
莇
平
フ
イ
タ
：
ズ

三三二一◆三三二一◆
位位位位婦位位位位一
松松千室《千青松諜

恥学ヤ葦友黛駈
葉マ年ムボ会会所会ボ
　　　　l　　　　l
　　　　ル　　　　ル
　　　　の　　　　　の
　　　　部　　　　部
　　　　◆　　　　◆

諺
噸
、

二江◆
位位ゲ

大婦1
　　卜
　人ボ
　　5黒会ル
　　の
　　部
　　◆

懸
肇

繍
・撚　　　簸鍵灘

鱗

蒸

　
　
縣

　
織

㍊
　
　
　
　
・
ド
一
’

　
　
　
鱗

鞭・甲．．購

懸

，温り・P

蔑
謙

難

撫

翫豊翫豊翫熱
柳桀礎鴇礎栓役灘
蜘美員恵英烈高瓢
藁難1豊箏場鱗
））脳‘）））：ζ　　15嚢

嘩
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騒聾翼善陸護筆会
櫛

　
さ
る
6
月
3
0
日
、
松
の
山
町
、

松
代
町
の
小
学
生
に
よ
る
学
童

陸
上
大
会
が
松
代
小
学
校
を
会

場
に
脚
名
に
よ
る
選
手
に
よ
っ

て
競
技
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

◆
学
校
対
抗
リ
レ
ー
◆

　
（
男
子
の
部
）

一
位
松
里
小
学
校

二
位
　
松
代
小
学
校

三
位
　
浦
田
小
学
校

　
（
女
子
の
部
）

一
位
　
松
代
小
学
校

二
位
　
三
省
小
学
校

三
位
　
室
野
小
学
校

　
”
，
灘
一
欄

　　鐸
雛

　　　　　理

　　　　鞍

　若いカ、爆発1
一郡中学校陸上競技大会一

　　　轟

難震響

購
　　灘

一
“
…
脚
”
麹
．

騨
　
轟
．

鎌
　
．
醜

蔵
叢

蓑鞍

欝
．
璽
羅
灘
茎

騒
　
　
麟

　
醗

雛
購
覇
纏
蟹
．

　
　
　
　
　
　
　
ー
重
’
■
％
：
鰍
繕
謬
箋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
馨

輪
　
　
　
　
　
　
齢
”
”
幽
　
　
騒

　
　
ー
き
　
…
灘
灘
‘
ー
　
　
灘
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
さ
る
6
月
5
日

一融藁
　
鱒

繍一

’揃

　
　
　
　
　
　
　
　
郡
中
学
生
を
対
象
に
松

代
中
学
校
グ
ラ
ン
・
ド
で
開
か
れ
、
出
場
罰
名

に
よ
る
選
手
で
競
技
が
く
り
広
ろ
げ
ら
れ
、

汗
ば
む
よ
う
な
好
天
に
恵
ま
れ
た
グ
ラ
ン
ド

で
は
若
い
力
が
爆
発
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
年
金
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
改
正
さ
れ
る

　
国
民
年
金
の
改
正
法
案
が
五
月
十

五
日
参
院
本
会
議
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
改
正
内
容
の
主
な
も

の
は
、
拠
出
年
金
で
は
「
年
金
額
の

物
価
ス
ラ
イ
ド
の
実
施
」
福
祉
年
金

で
は
、
「
年
金
額
の
引
き
上
げ
」
「
所

得
制
限
の
緩
和
」
な
ど
で
す
。

一
、
拠
出
年
金

　
拠
出
年
金
で
は
、
総
理
府
が
発
表

す
る
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
、
前

年
度
に
比
べ
て
五
％
を
超
え
て
上
下

拠出年金の改正第1表
給　付　の　種　類 現行額（月額） 改正額（月額）

老齢年金
5年年金
10年年金
25年年金
40年年金

22，600円
26，550
42，000
67，200

24，367円
28，625
45，275
72，441

障害年金 1　級
2　級

52，250
41，800

56，325
45，058

塁母季年金 子が　1人の　　と　　き 41，800 45，058

遺児年金 1人のとき 41，800 45，058

第2表　福祉年金の改正

し
た
場
合
、
年
金
額
は
そ
の
率
に
応

じ
て
改
定
さ
れ
る
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」

制
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
度
に
お
け
る
全
国

消
費
者
物
価
指
数
は
前
年
度
に
比
べ

る
と
、
七
・
八
％
上
昇
し
ま
し
た
の

で
、
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子

年
金
な
ど
表
1
の
よ
う
に
七
月
分
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
支
払
わ

れ
る
の
は
九
月
で
す
。

二
、
福
祉
年
金

　
福
祉
年
金
も
表
2
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
す
。
実
施
は
八
月
分
か
ら
で

そ
れ
が
支
払
わ
れ
る
の
は
十
一
月
で
す
。

　
今
年
の
福
祉
年
金
の
改
定
は
、
今

ま
で
と
違
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
が

扶
養
義
務
者
の
所
得
の
多
少
に
よ
っ

て
、
月
額
二
四
、
O
O
O
円
と
二
三
、

O
O
O
円
の
二
段
階
と
さ
れ
た
こ
と

が
特
徴
で
す
．

給　付　の　種　類 現行額 改正額

年
金
月
額

老齢福祉年金 明治44年4月1日
以前の出生者

　　　円
22，500

24，000円
（23，000）

障害福祉年金
1　　級
2　　級

33，800
22，500

36，000
24，000

母子・準母子

福祉年金
子が1人のとき 29，300 31，200

支
給
制
限
限
度
額

本人所得（2人世帯）

　　老齢福祉年金
　　障害福祉年金
　　母子（準母子）福祉年金

年収入
　　壬円
2，164
2，！64

3，610

年収入
　　　f一円

2，266
3，000
（据置）

扶養義務者所得（6人世帯） 8，760 （据置）

公的年金併給限度額 450 480

（注）　老齢福祉年金の（　）内の額は、扶養義務者の所得

　　が年600万円を超え、876万円未満の人の受給額です。
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食
中
毒
の
時
期
で
す
。
　
一
般
的
に

食
中
毒
が
発
生
す
る
場
合
、
あ
る
一

定
量
の
菌
数
が
必
要
で
す
が
、
普
通
、

食
品
中
の
菌
数
は
、
そ
ん
な
に
多
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
食
中
毒
予
防
の
立
場

か
ら
す
る
と
、
菌
を
つ
け
な
い
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
増
や

さ
な
い
こ
と
の
方
が
、
も
っ
と
現
実

的
で
す
。
細
菌
も
私
達
人
間
と
同
じ

“食中毒予防は

時問とのたたかい“

〈保健衛生シリーズ⑱〉

く
発
育
す
る
た
め
に
は
、
温
度
、
湿

度
、
栄
養
そ
し
て
時
間
が
必
要
で
あ

り
、
一
般
的
に
冷
蔵
庫
を
活
用
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
も
っ
と
も
大
切
な
事
は
、

食
品
を
早
く
処
分
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
べ
残
し
や
、
会
席
料
理
の
持
ち
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
こ
れ
ら
は
一
番
キ
ケ
ン
な
食
品

で
す
．

　
梅
雨
期
、
夏
期
と
、
食
品
衛
生
上

最
も
キ
ケ
ン
な
時
期
が
続
き
ま
す
が

細
菌
と
の
た
た
か
い
、
特
に
時
間
と

の
た
た
か
い
に
打
ち
勝
ち
、
健
康
で

快
適
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
ヶ
。

大島保健所管内食中毒発生状況

年　度 発生件数 患者数 原　　　　　因

S50年 3 5人 きのこ2人、不明3人

S51 1 59人 カジキマグロ刺身

S52 2 8人 きのこ4人、シイラの刺身4人

S53 3 25人 きのこ9人、不明16人

S54 2 14人 仕出し弁当9人、おにぎり5人

．S55 1 8人 きのこ汁（つきよたけ）

禿
丑
墜
　
　
　
　
、
　
芙
呈
禿
禿

禿
禿
禿
液
　
　
　
　
　
　
禿
禿

禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿
禿

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
が
再
び
増
発
傾
向

見
せ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
汚
染
地

に
限
ら
ず
、
県
下
至
る
と
こ
ろ
か
ら

し
か
も
季
節
を
問
わ
ず
に
発
生
し
て

い
ま
す
。

野
ネ
ズ
ミ
が
媒
体
と
な
り
、
病
原
↓

体
を
も
っ
た
ツ
ツ
ガ
ム
シ
（
ダ
ニ
の

一
種
）
に
刺
さ
れ
て
感
染
し
ま
す
。

ツ
ツ
ガ
ム
シ
は
、
山
、
川
原
、
草
む

ら
、
田
、
畑
等
広
い
範
囲
に
居
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◇
◇
症
　
状
◇
◇
◇

　
●
刺
し
口
が
あ
る
（
わ
き
の
下
な

　
　
ど
柔
か
い
部
分
に
特
に
注
意
）

　
●
頭
痛

　
●
発
熱
（
38

～
40
度
と
高
い
）
全

猛のゆ～

ごぞんじ

　ですか

ー
所
得
税
第
一
期
分
の
納
税
は

　
　
　
7
月
31
日
ま
で
に

　
　
身
倦
怠
感

　
●
リ
ン
パ
腺
が
は
れ
る

　
●
発
疹

　
●
食
欲
不
振

◇
◇
予
　
防
◇
◇
◇

　
ω
田
、
山
、
畑
、
川
等
に
行
く
と

　
　
き
は
、

　
　
●
皮
膚
を
ろ
出
し
な
い
。

　
　
●
長
ぐ
つ
を
は
く
。

　
　
●
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
使
用
す

　
　
　
る
。

　
　
●
上
衣
を
脱
い
で
土
や
草
の
上

　
　
　
に
お
か
な
い
。

　
　
●
草
む
ら
で
用
便
を
し
な
隔
。

　
⑭
家
に
帰
っ
た
ら
入
浴
し
、
よ
く

　
　
体
を
洗
う
。
（
刺
さ
れ
た
場
所

　
　
を
こ
す
る
と
、
電
気
が
走
る
よ

　
　
う
な
独
特
の
痛
み
が
あ
る
。
）

　
⑥
体
に
異
状
を
感
じ
た
ら
早
く
医

　
　
師
の
診
察
を
受
け
る
。

　
　
　
　
　
お

麟
熟

　
七
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税
第
一

期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
、
七
月
一

日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
通
常
、
七
月
と
十
一
月

に
予
定
納
税
を
し
、
翌
年
三
月
の
確

定
申
告
で
一
年
間
の
税
額
を
精
算
し

て
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

予
定
納
税
第
一
期
分
の
納
税
額
は
、

そ
の
人
の
前
年
の
所
得
税
額
（
予
定

納
税
基
準
額
）
の
％
の
額
で
、
六
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
予
定
納
税
基
準
額
が
十
万
円

よ
り
少
な
い
人
は
、
予
定
納
税
を
行

わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
予
定
納
税
額
の
通
知
は

さ
れ
ま
せ
ん
．

　
税
務
署
か
ら
通
知
さ
れ
る
予
定
納

税
額
は
、
通
常
前
年
の
所
得
税
を
基

準
と
し
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
に
本
年
六

月
三
十
日
現
在
の
状
況
で
、
本
年
分

の
所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
っ

て
計
算
し
た
税
額
が
、
税
務
署
か
ら

通
知
さ
れ
た
予
定
納
税
基
準
額
よ
り

も
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き

は
、
予
定
納
税
額
を
減
額
す
る
申
請

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

o
廃
業
、
休
業
、
転
業
な
ど
に
よ
っ

　
て
、
前
年
よ
り
所
得
が
減
少
す
る

　
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

o
地
震
、
風
水
害
、
火
災
等
に
よ
っ

　
て
損
害
を
受
け
、
所
得
が
減
少
し

　
た
り
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
る
と

　
見
込
ま
れ
る
と
き
。

o
結
婚
や
出
産
な
ど
の
た
め
に
、
新

　
た
に
配
隅
者
控
除
や
扶
養
控
除
が

　
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

な
お
、
予
定
納
税
額
の
減
額
を
申
請

し
ょ
う
と
す
る
人
は
、
七
月
十
五
日

ま
で
に
「
予
定
納
税
の
減
額
承
認
申

請
書
」
を
、
所
轄
の
税
務
署
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。



1”1”1”1”1”1””1””511””1”lll”II”IIこうほう・まつだい”1”1””1””1”lll””1”1”1”1”””1””””1””1””Illl”1”lll””1”ll”ll”1”II”1””1”IIIII”II””1””III”III””1”II”lll””1””””””III”1”IIIIlll””1”1”ll”1””ll”1”II”1

《戸籍》

　一窓口豆知識一
　　　　シリーズ②
婚姻や養子縁組

　するには………
　婚姻や養子縁組をするには届出が必

要です。盛大な結婚式をあげても、婚

姻の届出をしなければ、法律のうえで

夫婦とはいえません。養子縁組も同じ

です。　　　＿　 ＿、

‘
．

　
〆

馬
穿

●　
♂

ゆ
●

ご
O
●

爾
叩
～
臥
■
¶
～
山
一
一
つ
～
山
＝
つ
～
』
一
一
¶
～
』
＝
¶
～
匹
＝
叩
～
山
＝
¶
～
山
＝
¶
～
嘔
一
一
¶
～
巴
＝
マ
～
山
0
一
叩
～
山
3
T
～
山
＝
¶
～
山
＝
叩
～
山
一
一
¶
～
山
＝
¶
～
山
＝
¶
～
山
一
一
箪
～
山
＝
即
～
山
＝
つ
～
山
＝
叩
～
山
＝
¶
～
臥
＝
『
～
』
＝
■
～
山
＝
η
～
匹
＝
『
～
巴
零
コ
～
匹
＝
¶
～
匹
＝
叩
～
山
＝
叩
～
山
一
一
¶
～
』
＝
¶
～
』
＝
¶
～
山
一
一
叩
、
』
＝
「
～
』
＝
叩
～
し
＝
コ
～
巴
一
一
¶
～
山
一
一
叩
～
山
＝
つ
～
山
＝
叩
～
山
＝
叩
瀞
巴
一
甲
『
～
山
一
一
叩
～
当

　
　
き

轡轟教鰹　
　
講

操
欝
餐

　
　
難
饗
・

饗
傑
驚
緬

イ
謙
欝

オ　
　
難
、
．
一

　
　
灘
　
鱗

　
　
　
　
　

雛
、
．

ジ
・

　
　
灘
、
．
－

露

轟
4も

　　婚姻、養子縁組届の用紙は、窓口に

　あ1）ます。届は本人がして下さい。尚
　届に必要なものは下記の通1）です。

　　o印鑑（婚姻、縁組当人）
　　　　　　　　　　　　　
　　○保険証（国保加入者のみ）

　　○年金手帳（姓が変更する人）

　　o転出証明書（当町に住所がない人

　　　が転入する時）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　○戸籍抄本2通（当町に本籍がない

　　　人のみ）

　　両届について、疑問、質問がありま

　したら窓口（電話でもO　K）でお聞き

　ください。

F’■19F7鵡暫霞引トヨ臼IF’ヨIlF＝三暑”F7ニヨ”F一三ヨ”F’ヨ”F’■IIF』’ヨ畢IF～ヨIlF♂」ヨIIF≠■開F＝ニヨ”F≠昌IlF＝ヨヨIIF』’ヨ闘F’ヨ”Fず冒IIF’ヨIIF乙’♂”F－

　
文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
地
域
住
民
の
連
帯
意

識
を
高
め
明
る
い
村
、
明
る

い
家
庭
づ
く
り
を
と
、
七
年

前
に
「
太
平
友
の
会
を
結
成

し
部
落
ぐ
る
み
で
各
種
活
動

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
四
年
前

よ
り
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ

る
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
正
し
い

体
操
を
学
ぼ
う
と
六
月
二
〇

日
に
渡
辺
日
本
ラ
ジ
オ
体
操

幹
部
指
導
員
を
講
師
に
お
招

き
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

落
雛
転
編
羅

の
基
本
を
お
し
え
て
い
た
だ
縷

き
ま
し
た
。

騰

　
　
亀

蒸

の

戸
籍
の
窓
口

鵬

六
月
受
付
分

御
結
婚

相
澤
善
一
・
若
月
久
子

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
善
吉
）

西
澤
和
彦
・
竹
内
可
江
子

　
　
　
　
（
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）

萬
羽
二
男
・
室
岡
純
子

　
　
　
　
　
（
松
代
・
ま
る
ま
ん
）

関
谷
寛
幸
・
櫻
澤
洋
子

　
　
　
　
　
　
（
松
代
・
喜
久
屋
）

謬

御
　
出
　
産

仲
村
大
輔
　
父
正
明
　
母
玉
代

　
　
（
長
男
・
儀
明
・
か
ん
ね
ん
）

松
澤
美
幸
　
父
清
作
　
母
節
子

　
　
　
（
長
女
・
儀
明
・
山
ノ
脇
）

若
月
　
恵
　
父
信
幸
　
母
六
子

　
　
　
　
　
（
二
女
・
千
年
・
坂
）

山
賀
江
里
子
　
父
啓
司
　
母
か
ず
子

　
　
（
二
女
・
池
の
畑
・
和
泉
屋
）

山
岸
雅
人
　
父
和
久
　
母
ふ
み
子

　
　
　
（
長
男
・
室
野
・
若
実
屋
）

市
川
悟
司
　
父
淳
士
　
母
由
美
子
）

　
　
　
（
二
男
・
池
之
畑
・
前
坂
）

西
方
郁
晴
　
父
辰
蔵
　
母
慶
子

　
　
　
（
長
男
・
千
年
・
源
之
助
）

斎
藤
恵
美
子
　
父
明
　
母
ハ
ル
エ

　
　
　
（
長
女
・
蓬
平
・
弥
五
郎
）

仲
村
　
恵
　
父
文
弥
　
母
操

　
　
　
　
（
二
女
・
儀
明
・
糀
屋
）

魁
高
橋
ハ
ル

市
川
ヨ
シ

柳
益
榮

牧
田
ソ
ヨ

柳
茂
雄

小
堺
ハ
ル

お
　
悔
　
み

89
歳

77
歳

62
歳

75
歳

72
歳

75
歳

若
月
ハ
ナ
イ
71
歳

松
代
高
橋
園

田
澤
与
右
ヱ
門

松
代
桝
屋

上
下
　
　
　
o
。

山
　
　
　
相

小
屋
丸
下

蒲
生
　
加
宿
－

田
代
井
戸
端

町
民プ

ー
ル
の

夜
間
開
設

町
民
第
一
プ
ー
ル
（
松

代
）
は
左
記
の
期
間
夜

間
も
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

7
月
21
日
か
ら

8
月
1
0
日
ま
で

夜
7
時
か
ら
9
時
ま
で
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文
化
財
紹
介
シ
リ
ー
ズ

私
ぎ
紳
紅
考
そ
・
⑫

　
　
　
　
　
　
終
わ
り
に
あ
た
っ
て

　
大
同
二
年
創
建
を
伝
え
ら
れ
る
松

苧
神
社
は
、
千
百
余
年
の
間
幾
多
の

人
達
と
世
の
移
り
変
わ
り
を
超
然
と

見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。　

こ
の
多
く
の
人
達
の
中
に
は
、
歴

史
上
の
人
物
も
多
数
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
や

は
り
松
之
山
郷
六
十
六
ケ
村
の
庶
民

の
祈
り
願
い
尊
崇
を
も
っ
と
も
多
く

受
け
と
め
ら
れ
て
来
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
し
る
し
が
社
殿

の
い
た
る
所
に
残
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
宝
物
や
墨
書
、
文

鐵
灘
繋
・
蒙

嚢
　
嚢
灘
纏
懸
議
灘
灘

・
，
懇
懇
撚
饗
灘
難
　
　
撚
灘

鰯
灘
．
翻
難
雛
．

　
　
　
　
　
　
麟
鰯
難
謬

灘
灘
灘
雛
鱗
灘
羅
灘
灘
聯
講
撒
欝

繍灘

欝
饗
騒
　

献
以
外
に
も
歴
史
的
、
文
化
的
価
値

の
高
い
墨
書
や
刻
印
が
壁
や
柱
や
板

の
間
に
残
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
．

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
い
く
つ
か
が
現

在
行
わ
れ
て
い
る
昭
和
の
大
改
修
で

文
化
財
建
物
保
存
技
術
協
会
の
手
に

よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
と
も
地
道
な
調
査
活
動
に
よ
り
、

解
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
を
残
し

て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
と
り
あ
え
ず
、
今
回
の
大
改
築
で

明
か
に
さ
れ
た
も
の
を
一
～
二
掲
げ

ま
す
と
、
七
月
の
末
に
次
の
墨
書
が

　
　
　
拝
殿
に
入
っ
て
右
側
の
壁
板

　
　
　
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
越
□
口
口
U

　
　
　
　
三
方
三
光
□
目

　
　
　
　
永
正
ボ
ロ
月
□
日

　
　
　
　
河
内
國
交
野
郡
□
H
」

　
□
川
同
行
三
□

　
　
永
正
四
年
□
月
□
日

　
　
栄
盛
幸
心
英
囹
定

　
　
　
　
　
　
　
　
云
々

　
右
の
墨
書
は
永
正
四
年
（
一

五
〇
七
）
に
河
内
の
国
（
大

阪
）
交
野
郡
の
行
者
で
も
あ

ろ
う
か
一
行
が
松
苧
神
社
に

参
詣
ま
た
は
参
籠
し
た
こ
と

を
物
語
り
、
こ
の
年
は
天
正

七
年
（
一
五
七
九
）
改
築
時

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
七
二
年

に
あ
た
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
解
体
が
進
み
綿

密
な
調
査
が
同
時
に
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
、
正
面
入
口
向
っ

て
右
側
の
柱
の
継
ぎ
手
、
頭

貰
に
「
明
応
六
丁
巳
年
六
月
十

五
日
八
良
左
衛
門
作
、
上
固

様
御
ら
ん
候
へ
く
御
と
ふ
（
う
）

ら
い
ま
い
ら
せ
候
」
云
々
の

墨
書
が
み
つ
か
り
、
（
写
真
参
照
）
こ

の
墨
書
は
、
当
時
建
築
に
た
ず
さ
わ

っ
た
工
匠
と
、
こ
の
建
築
を
監
督
し

た
人
物
で
あ
ろ
う
か
花
押
の
あ
る
中

沢
重
親
が
コ
ッ
ソ
リ
組
み
立
て
れ
ば

見
え
な
く
な
る
部
分
に
記
し
た
文
字

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
当
時
の
関
係

者
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
当
時
の
関

係
者
の
後
世
に
対
す
る
遠
大
な
る
配

慮
と
奥
ゆ
か
し
さ
を
し
の
ば
せ
る
も

の
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
発
見
は
史

実
的
に
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
明

応
六
年
（
一
四
九
七
）
は
さ
き
の
板

壁
墨
書
よ
り
さ
ら
に
古
く
、
天
正
七

年
と
の
年
代
差
は
八
二
年
前
と
な
り

現
在
よ
り
四
八
三
年
前
の
建
物
と
し

て
県
内
の
木
造
建
築
で
は
最
古
の
も

の
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
天
正
年
間
の
改
築
に
際
し
て
は
、

全
部
新
し
い
材
料
を
用
い
た
も
の
で

な
い
こ
と
が
こ
れ
ら
の
二
つ
の
事
実

か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
、
い
か

に
当
時
の
人
達
が
神
社
仏
閣
、
文
化

財
の
取
り
扱
い
に
深
い
配
慮
を
示
し

て
い
た
か
を
知
る
よ
す
が
の
一
つ
に

も
な
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
現
在
の
松
苧
神
社
社

殿
に
は
、
こ
の
よ
う
な
か
く
れ
た
事

跡
が
ま
だ
外
に
も
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
貴
重
な
文
化

的
財
産
を
い
さ
さ
か
も
傷
つ
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
慎
重
に
保
存
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
こ
れ
は
ま
た
現
代
の
人
び
と
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

Ψ
爪
　
　
　
　
里
く
　
　
　
　
Ψ
爪
　
　
　
　
Ψ
爪

　
以
上
を
も
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
松
苧

神
社
考
を
終
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
長
い
間
お
つ
き
合
い
い
た
だ
き
ま

し
て
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
進
行
中
の
昭
和
大
修

理
が
竣
工
さ
れ
る
時
点
で
、
よ
り
正

確
な
改
築
報
告
書
が
出
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
記
述
し
て
来
た
こ
と
を
全
面

的
に
書
き
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を

最
後
に
申
し
添
え
て
結
び
と
い
た
し

ま
す
．

　
　
　
　
松
代
町
文
化
財
保
護
審
議
員

　
　
　
　
　
　
　
関
谷
友
一
郎
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広
域
消
防
組
合
の

　
　
　
　
　
　
財
政
状
況
の
お
知
ら
せ

きシ

騨
轟

予算の執行状況（56．331現在）

　歳　　入
騨

馨
　
韓
難
灘
■

醐

　　　　　　　　　　　　　　　凌．　　　　　　　　　　　　　難
　　　　　　　　　　　　勲　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　藥　　　　　　　　轟　　　　　　　裂　　　　難　　　鑛　嶽羅

　
組
合
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
は
組

合
管
内
の
皆
さ
ん

に
よ
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に

毎
年
二
回
財
政
状

況
を
公
表
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
は
昭
和
5
5

年
1
0
月
1
日
か
ら

昭
和
5
6
年
3
月
31

日
ま
で
の
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

区　　　　分 予
． 算　額 収入済額

1．分担金及び負担金 　　τ一P1，235，686 　　下一円1，222，540

1．一般負担金
　（市町村負担金）

1，202，311 1，202，311

2．特別負担金 33，375 20，229

2．使用料及び手数料 5，664 5，967

3．国庫支出金 8，491 0
4．財　産　収　入 50，707 50，752

5。寄　　附　　金 1 300

6．繰　　入　　金 411，946 411，946

7．繰　　越　　金 18，847 18，847

8．諸　　収　　入 9，810 10，133

9．組　．合　　費 200，000 0

歳入合計 1，941，152 1，720，485

出歳

※
昭
和
五
十
五
年
度
予
算
状
況

　
九
月
末
現
在
で
は
予
算
額
一
九
億

四
、
四
三
五
万
七
千
円
で
し
た
が
、

そ
の
後
三
二
〇
万
五
千
円
を
減
額
（
工

事
請
負
費
、
燃
料
費
等
）
し
て
、
三

月
末
の
予
算
額
は
一
九
億
四
、
　
一
一

五
万
二
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

※
建
　
物
（
松
代
関
係
の
み
掲
載
）

1
　、

2
　、321※’”車

松
代
分
遺
所

　
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
造
り
二
階
建

　
　
二
〇
八
、
二
七
平
方
米

職
員
待
機
宿
舎

　
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下

一
階
地
上
三
階
建

　
　
三
三
九
、
四
三
平
方
米

　
輔

消
防
ポ
ジ
プ
自
動
車
　
一
台

救
急
自
動
車
　
　
　
　
一
台

指
令
車
　
　
　
　
　
一
台

区　　　　分 予　算　額 支出済額

1．議　　会　　費
　τ一円1，421 　f・円1，125

2．総　　務　　費 1，919，917 1，573，069

1．総務管理費 1，913，571 1，567，371

1．一般管理費 1．8543270 1，508，070

2．　財政調整基金額 59，301 59，301

2．特定地域防災対策費 6，346 5，698

3．公　　債　　費 18，114 17，174

4．予　　　備　　費 1，770 O

歳出合計 1，941，152 1，591，368
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蒸
鎌
濾
雛
徳
照
鐵
藤

　
郵
政
省
で
は
、
手
紙
を
書
く
こ
と

を
通
じ
て
、
人
の
心
と
心
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
、
同
時
に
手
紙
文
化
、
文

字
文
化
の
見
直
し
の
気
運
を
盛
り
上

げ
る
一
助
に
も
な
れ
ば
と
い
う
趣
旨

で
、
毎
月
二
十
三
日
を
「
ふ
み
の
日
」

と
し
、
手
紙
を
書
く
こ
と
の
価
値
を

見
直
す
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
電
話
な
ど
の
発
達
に
よ

り
、
手
紙
を
書
く
こ
と
が
お
っ
く
う

だ
と
考
え
て
い
る
人
が
増
え
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
の
ご
と

を
深
く
考
え
、
的
確
に
表
現
す
る
と

い
う
一
つ
の
思
考
の
機
会
が
次
第
に

失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
誉
顯
…
聾
鋸

　
　
　
　
…
鷺
、
、
雛

◎
電
話
工
事
の
注
文
は
お
早
目
に

　
毎
度
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
盆
を
ひ
か
え
、
新
、
改
築
等
で

電
話
機
、
電
話
線
等
を
動
か
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
時
期
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
電
話
局
で
は
、
ご
希
望
の
日
に
工

事
が
で
き
る
よ
う
予
約
制
を
と
っ
て

い
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
工
事
希
望

日
前
十
五
日
位
の
余
裕
を
み
て
、
お

申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
工
事
日
は
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜

　
「
ふ
み
の
日
」
を
契
機
と
し
て
、
生

活
の
中
に
も
の
を
書
く
習
慣
を
取
り

戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
な
お
、
七
月
は
（
ふ
み
づ
き
）
で

二
十
三
日
に
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
切

手
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

o
老
い
た
母
　
孫
の
ハ
ガ
キ
に
目
を

　
細
め

○
お
手
紙
は
　
や
さ
し
い
心
の
贈
り
物

○
く
り
返
し
　
ま
た
読
み
返
す
　
う

　
れ
し
い
手
紙

o
上
手
よ
り
真
心
こ
め
た
よ
い
便
り

○
ふ
み
の
日
に
　
手
紙
で
話
か
け
て

　
み
ま
せ
ん
か

　
暑
中
見
舞
は
が
き
発
売
中

　
－
絵
入
り
ハ
ガ
キ
で
夏
だ
よ
り
ー

矯
諜
鰻

お
知
愚
継

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
の
配
管
工
事
も
お
忘
れ
な
く

◎
電
話
工
事
に
ご
協
力
を

　
雪
害
に
よ
る
復
旧
作
業
や
地
域
集

団
電
話
の
一
般
化
等
に
よ
り
、
電
話

関
係
の
工
事
で
い
ろ
い
ろ
お
騒
が
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

松
代
電
報
電
話
局

　
　
七
ー
二
二
〇
〇
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タ

1

庭
石
の
雨
に
洗
わ
れ
花
菖
蒲

ア
カ
シ
ヤ
の
花
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る
小

径
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

苔
の
花
踏
ま
じ
と
上
る
寺
の
坂

草
引
く
手
ど
く
だ
み
の
香
の
い
つ
ま

で
も
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

白
牡
丹
い
ま
盛
り
な
り
日
よ
け
傘

梅
雨
晴
れ
間
草
引
き
終
わ
り
空
を
見

る
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

稲
植
え
る
あ
て
な
き
圃
場
代
か
き
す

涼
し
さ
や
山
寺
の
燈
掃
か
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

植
田
に
は
夕
月
上
げ
て
安
堵
か
な

濁
川
土
手
ま
で
濁
り
梅
雨
荒
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

畦
に
仔
ち
青
田
の
風
に
身
を
任
す

句
友
訪
え
ば
客
あ
る
ら
し
き
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
水

故
郷
や
朴
の
葉
飯
を
ほ
ほ
ば
り
て

郭
公
の
こ
だ
ま
す
峡
の
部
落
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

万
緑
に
か
く
れ
て
谷
の
雪
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
い
　
り

今
日
も
な
お
水
嵩
増
し
て
梅
雨
入
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
　
史

名
も
知
ら
ぬ
路
傍
の
花
に
蝶
が
訪
う

　
　
う
つ
ぎ

野
の
卯
木
重
な
り
合
う
て
咲
き
こ
ぼ

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

夏
休
み
古
文
書
講
座
待
ち
遠
し

忙
し
さ
や
老
い
て
夏
夜
の
句
会
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

雪
残
る
田
隅
そ
の
ま
ま
苗
植
え
る

雪
残
る
鶏
足
山
の
若
葉
萌
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

梅
雨
じ
め
り
洞
泉
禅
寺
土
間
広
し

廃
屋
と
な
り
て
あ
や
め
の
咲
き
残
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

休
耕
の
田
畦
の
わ
ら
び
ほ
ほ
け
居
り

ま
だ
浅
き
緑
に
痛
し
に
わ
か
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
六
月
二
十
七
日

　
　
　
　
於
　
蒲
生
集
落
セ
ン
タ
ー

純
白
の
さ
つ
き
　
振
子
の
音
ば
か
り

　
　
　
の
　
ど

力
を
ば
咽
喉
に
集
め
て
雨
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
　
堂

職
無
く
て
ま
た
帰
り
来
し
梅
雨
の
宿

早
苗
田
も
揺
れ
　
上
棟
の
槌
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
　
逸

早
暁
を
一
ト
声
締
め
て
ほ
と
と
ぎ
す

置
き
去
り
の
除
草
機
に
梅
雨
し
ぶ
き

お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
日

父
祖
伝
来
百
年
咲
き
し
さ
つ
き
か
な

あ
じ
さ
い
の
花
も
重
た
く
梅
雨
に
入

る
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

鯉
跳
ね
て
影
の
ゆ
ら
げ
る
花
菖
蒲

山
径
の
雨
　
瀬
と
な
り
て
額
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
く

出
合
い
の
出
湯
の
宿
の
青
葉
木
菟

田
植
え
終
え
妻
と
連
れ
立
ち
古
都
の

旅
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

二
度
薯
の
花
咲
き
は
じ
め
蚕
ね
む
る

な
め
く
じ
り
一
…
、
廻
う
跡
光
り
梅
雨
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

木
の
芽
田
楽
十
年
馴
染
み
の
皿
小
鉢

ひ
き墓

哺
く
や
え
に
し
だ
夜
目
に
た
わ
わ

な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

　
　
短
歌
　
新
緑
匂
う

　
　
　
　
木
和
田
原
　
野
辺
浪
漫

宿
望
の
鉄
道
工
事
中
断
の
噂
流
る
る

豪
雪
の
春

五
月
晴
れ
の
光
を
吸
い
て
ぬ
る
む
田

の
水
に
稚
苗
の
姿
映
れ
り

生
と
死
が
表
裏
の
う
ち
に
あ
る
こ
と

を
知
り
初
め
し
時
　
親
を
亡
く
せ
り

新
緑
の
ほ
の
か
に
匂
う
窓
開
け
て
テ

レ
ビ
前
に
体
操
を
す
る

．
芝
く
ら
べ
”
芝
の
穂
を
見
て
思
い

出
づ
芝
の
香
吸
い
て
一
汗
拭
く
も

梅
雨
し
げ
く
降
る
朝
の
五
時
　
目
を

つ
む
り
そ
の
雨
音
に
浸
り
て
居
り
ぬ

一今月の園芸メモー

園芸だより

　
真
夏
の
管
理
に
つ
い
て

　
梅
雨
が
明
け
る
と
、
一
気
に
真
夏

の
訪
れ
で
す
。
暑
さ
に
負
け
な
い
管

理
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
一
般
に
植
物
は
暑
さ
に
強
く
、
日

照
を
好
み
ま
す
が
、
種
類
に
よ
っ
て

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
真
夏
の
暑
さ
に
比
較
的
弱
い
も
の

　
一
般
に
山
野
草
、
石
楠
花
（
し
ゃ

　
く
な
げ
）
、
さ
つ
き
、
つ
つ
じ
類
、

　
ぼ
け
、
か
い
ど
う
、
つ
ば
き
等
々

○
効
果
の
あ
る
よ
し
ず
の
覆
い

　
鉢
の
上
部
二
米
ほ
ど
上
に
、
よ
し

ず
や
す
だ
れ
、
あ
る
い
は
寒
冷
沙
で

覆
い
、
日
射
し
を
半
分
か
三
分
の
一

に
す
る
の
が
無
難
な
方
法
で
す
。
曇

天
の
日
や
夜
間
に
は
覆
い
を
は
ず
せ

る
よ
う
に
作
っ
て
お
け
ば
申
し
分
あ

り
ま
せ
ん
．

o
水
や
り
に
つ
い
て

松代町園芸愛好会

　
乾
く
時
期
で
す
の
で
、
必
ず
毎
日

水
や
り
が
必
要
で
す
。
　
一
般
的
に
日

中
は
さ
け
、
朝
は
た
っ
ぷ
り
と
、
夕

方
は
葉
水
程
度
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

o
水
や
り
を
少
な
く
す
る
も
の

　
七
・
八
月
に
花
芽
分
化
期
に
当
る

も
の
、
例
え
ば
花
梅
な
ど
は
比
較
的

水
や
り
を
控
え
目
に
し
ま
す
。
芽
が

少
々
ま
く
れ
る
程
度
が
よ
い
で
し
ょ

う
。o

置
き
場
所
に
注
意

　
照
り
返
し
て
強
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
床
に
じ
か
に
鉢
を
置
か
な
い
こ
と
。

　
鉢
が
混
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
て

風
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と
。

停電のお知らせ

7月17日

8：30～14：30

o儀明・蒲生・寺田

○名平・諏訪峠


